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要旨

【目的】若年女性の過度のやせは、貧血、骨粗鬆症、低体重児出産などのリスク因子となる。本研究
では女子大学生を対象に健康状態、栄養摂取状況、食行動調査を実施し、低体重者の実態を明らか
にするとともに、自己のボディイメージ評価による栄養摂取状況および健康状態について比較検討
を行った。

【方法】①健康状態については身体計測、血液検査、②栄養調査は食物摂取頻度調査法（FFQ）、③食
行動は独自で作成したアンケート調査を実施した。ボディイメージはStunkardによるシルエット法
を用いて検討した。

【結果】管理栄養学部 1 年生女子学生134名を対象とした。Staunkard のシルエット法は体格図（ 1
～ 9 段階でスコアが高いほど体格が大きくなる）から選択してもらいボディイメージをスコアで評
価する方法である。BMI による実際の体格とシルエット法によるボディイメージ評価を比較検討し
た。現在の自己評価によるボディイメージ・スコアは、低体重者（BMI<18.5）4.00±0.92、普通体重
者（18.5≦BMI<25.0）4.17±0,96、肥満者（25.0≦BMI）4.40±1.34と、低体重者と肥満者との間に有
意差は認められたが、いずれも BMI=23に相当する 4 点台であった。理想とするボディイメージ・ス
コアは平均2.93±0.63、健康的であると思うボディイメージ・スコアは平均3.49±0.59と、健康的であ
ると思うボディイメージより、理想とするボディイメージ・スコアが有意に低かった。肥満度別に、

「理想のボディイメージ」とエネルギー摂取量を比較検討したところ、低体重者、普通体重者とも
に、理想のボディイメージ・スコアが低い者は、エネルギー摂取量が低く、過剰なダイエットをして
いる可能性が示唆された。
　自己の BMI による体型を正常に認識している「正常認識群」と自己の BMI による体型を実際よ
り太っていると過大評価している「やせ願望群」で検討を行った。やせ願望群は63％であった。血
圧や骨密度、血液検査成績においては、正常認識群とやせ願望群で有意差は認めなかった。エネル
ギー摂取量は正常認識群1,714±545 kcal、やせ願望群1,583±437 kcal とやせ願望群が少ない傾向が
みられたが有意差はなかった。食品群別における主食 ･ 芋類摂取量は、やせ願望群の方が有意に低
かった。

【結論】ボディイメージの誤った認識が過度の痩身傾向に影響している可能性が示唆された。若年
女性に対する正しいボディイメージ認識の啓発が重要であると考えられた。
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1 　はじめに

　近年、わが国の若年女性の低体重が問題と
なっている。厚生労働省「国民健康・栄養調査」
によると、20代女性の低体重者（BMI<18.5）の
割合は20% 台前半で推移しており、日本は先進
諸国の中でもやせの女性の割合が高いことが指
摘されている 1 ）。わが国の若年女性の低体重の
原因の一つとして過度なやせ願望があると考え
られている2-5）。平成20年度「国民健康・栄養調
査」によると、20代女性のうち肥満者（BMI ≧
25）は7.7％であるのに対し、体型の自己分析で
は、「太っている」が12.6％、「やや太っている」
が31.4％と併せて44％の人が太っていると感じ
ており、実際の体型と自己の体型の認識のズ
レが問題となることが報告されている 6 ）。この
調査では20代女性の理想体重の平均値は47.6kg

（BMI では19.0）である一方、実際の体重平均は
51.9kg（BMI 20.7）なので現体重より 4 kg 減量
したいと考えていると報告している 6 ）。
　「平成29年国民健康・栄養調査」では、20歳代
女性のやせの割合は21.7%、 1 日の平均エネル
ギー摂取量は1,694kcal（中央値：1,697kcal）で
ある 1 ）。この年代の女性に必要とされる 1 日の
エネルギー量は、通勤などで歩く機会が比較的
多い人で約1,950kcal、ほとんど身体を動かすこ
とのない人でも約1,700kcal であり 7 ）、「やせ」が
多いという実情からも、現状の若年女性のエネ
ルギー摂取量は少ないと考えられる。実際はや
せる必要がない者のうち、「やせ願望」がある
者は栄養摂取量の不足がある可能性があり、将
来、貧血や骨密度の低下などにつながることが
懸念される。さらに、近年では低体重妊婦から
出生した児に関して、低体重児出産や将来の生
活習慣病の発症リスクが高くなることなどが問
題視されている 8 -10）。
　やせている方が魅力的であり容姿も美しい
という社会的風潮や価値観のために、肥満で
もないのにやせることを望んでいる女子学生
は多い11）。実際はやせる必要がないのに「や
せたい」という願望を持つ理由の一つとして
自己のボディイメージの認識が重要であると
考えられる12,13）。しかしながら、自分自身の体

型に関してボディイメージ認識を客観的に評
価することは必ずしも容易ではない。そこで、
今回は Stunkard らによるシルエット図を用い
たボディイメージ調査票14）を使用した。この
Stunkard のシルエット法は、体系図に 1 から 9
の番号をつけ、（1）自分の現在の体型、（2）異性
からみて魅力的と思われる体型、（3）理想とす
る体型、に最も近いと思うものを番号で回答し
てもらう方法である。今回は、実際の体型と自
己の体型認識のズレを客観的に評価するため、
Stunkard のシルエット法を用いて検討した。
　女子大学生などの若年女性の「やせ願望」に関
する研究については、身体組成、食行動や摂食
障害については多くの研究がみられる15-19）が、
栄養摂取状況や血液検査、骨密度などの健康状
態を総合的に検討した研究は少ない。そこで、
今回はシルエット法によるボディイメージ認識
と栄養摂取状況について検討し、さらに「やせ
願望」を持つ者の健康状態および栄養摂取状況
を明らかにするため、身体計測、血液検査、栄
養摂取状況、食行動調査を実施し、「やせ願望」
のある者の実態について検討した。

2 　対象および方法

　対象者は、2016年にＮ大学管理栄養学部管理
栄養学科に入学した 1 年次学生のうち同意が得
られ、身体計測、血液検査、食物摂取頻度調査、
食行動調査が実施できた女子学生134名である。
　調査内容は、身体測定としては身長、体重、
Body Mass Index（BMI）、血圧、上腕周囲径

（AC）、皮下脂肪厚（TSF）、ウエスト周囲長、
骨塩定量を実施した。体脂肪率は TBF-210（タ
ニタ株式会社、東京）で測定した。骨密度は超
音波骨評価装置 ALOKA AOS-100（アロカ株式
会社、東京）を用いて、超音波法により測定し
た。
　血液検査は、早朝空腹時に採血し、総蛋白、
アルブミン、総コレステロール、中性脂肪（ト
リグリセリド）、HDL コレステロール、LDL コ
レステロール、血糖、グリコヘモグロビン A 1 c

（HbA1c）、尿酸、BUN、クレアチニン、AST、
ALT、g-GTP、LDH、赤血球数、白血球数、血
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小板数、ヘモグロビン、ヘマトクリット、血清
鉄を外注委託検査で実施した（半田市医師会健
康管理センター、半田）。
　栄養調査は、自記式の調査用紙を用いて食物
摂取頻度調査（Food Frequency Questionnaire：
FFQ）（システムサプライ社；食物摂取頻度解
析システム Ver.1.21）20,21）により実施した。
　食行動調査は、自記式の調査用紙を用いて

「健康や食生活に関する質問票」、「健康診断問
診票」により実施した。ボディイメージについ
ては、質問項目の他にStunkardによるシルエッ
ト図14）により把握する項目を設けた。
　研究内容については対象者全員に文書で説明
し、同意書を得た。本研究は名古屋学芸大学研
究倫理委員会の承認を得ている。
　統計学的解析については、データは平均値±
標準偏差で示した。 2 群間の平均値の差の検定
は、対応のない t 検定で実施した。頻度の差の
検定はc 2検定により行った。p<0.05を有意差あ
りと判定した。統計解析はIBM SPSS Statistics 
Ver22.0を使用した。

3 　結果

（1）栄養摂取状況の検討
　表 1 に総エネルギー摂取量及び栄養素別の
エネルギー摂取量およびエネルギー摂取比率

（PFC 比）の平均値を示した。エネルギー摂取
量、三大栄養素摂取量、エネルギー摂取比率は、
平成25年度の国民健康・栄養調査報告による20

～29歳の全国平均値とほぼ同じであった。

（2）シルエット法を用いたボディイメージの検討
　シルエット法（図 1 ）を用いて肥満度別にボ
ディイメージ・スコアの検討を行い、BMI によ
る肥満度別のボディイメージの比較を示した

（表 2 ）。現在の自己評価によるボディイメー
ジ・スコアは、低体重者4.00±0.92、普通体重者
4.17±0,96、肥満者4.40±1.34と、低体重者と肥
満者との間に有意差は認められたが、いずれも
BMI=23に相当する 4 点台であった。すなわち、
BMI ＜18.5の低体重者であるにもかかわらず、
ボディイメージのスコアの平均値は BMI=23.0
に相当する 4 点台と自分を太っていると過大評
価をしており、低体重であるのにもかかわら
ず、やせているとの自覚がない可能性が示唆さ
れた。全対象者の理想とするボディイメージ・
スコアの平均値は2.93±0.63、健康的であると思
うボディイメージ・スコアの平均値は3.49±0.59
と、健康的であると思うボディイメージより、
理想とするボディイメージ・スコアが有意に低
い結果であった。低体重者、普通体重者、肥満
者いずれの体型においてもボディイメージ・ス
コアの平均値は、自己評価による現在のボディ
イメージ、健康的だと考えるボディイメージ、
理想と考えるボディイメージの順にスコアが小
さくなっていた。すなわち、BMI による肥満度
に関わらず、現在のボディイメージよりも「や
せているボディイメージ」を健康的あるいは理
想的だと考えており、やせ願望がみられた。

表 1 　女子大学生のエネルギー摂取量および摂取比率

エネルギー摂取量kcal
炭⽔化物摂取量g
脂質摂取量g
タンパク質摂取量g

エネルギー摂取⽐率(PFC⽐)
炭⽔化物摂取⽐率(C)%
脂質摂取⽐率(F)%
タンパク質摂取⽐率(P)%

1,631±482
240±63
47.1±19.7
54.4±19.6

61.6±6.0
25.2±4.7
13.2±1.7

20〜29歳⼥性の
全国平均値※

56.3±9.2
28.9±8.1
14.8

1,628±
221±

530
76
24.9
21.0

平均値±標準偏差
※平成25年度 国⺠健康・栄養調査報告による

本学1年⽣
(n=134)

52.7±
59.5±
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（3）‌�シルエット法によるボディイメージと栄養
摂取状況の検討

　肥満度別に見た現在の自己評価によるボディ
イメージ・スコアとエネルギー摂取量の関係を
グラフに示した（図 2 ）。低体重者において自己
のボディイメージ・スコアを「 2 」と評価して
いる者のエネルギー摂取量は2,312±280kcal/日
であり、スコア「 3 」の1,668±156kcal/日およ
びスコア「 4 」の1,540±98kcal/日より有意に高
値であった。すなわち、低体重者であってもボ
ディイメージ・スコアが低い者、すなわち「やせ
ている」と認識している者は十分なエネルギー
を摂取していたが、ボディイメージを不適切に
高く認識している者、すなわち実際の BMI よ

り太っていると認識している者ほど摂取エネル
ギー量の平均値が低い傾向が見られた。
　一方、肥満度別にみた理想のボディイメー
ジ・スコアとエネルギー摂取量の比較では、低
体重者のうちスコア「 2 」はエネルギー摂取量
1,545±95kcal、「 3 」は1,802±125kcal、「 4 」は
2,108±438kcal と、低体重者において理想のボ
ディイメージのスコアが低い人ほどエネルギー
摂取量の平均値も低い傾向がみられたが、有意
差は認めなかった（図 3 ）。すなわち、低体重者
であるにもかかわらず理想のボディイメージが
より痩身傾向にある者ではエネルギー摂取量が
低い傾向がみられ、不適切なダイエットを実施
している可能性が示唆された。

図 1 　Stunkard AJ らによるシルエット図

Stunkard, et al. （1983） 文献14)BMI=23.0に相当

現在(自己評
価)のボディイ
メージ・スコア

理想のボディイ
メージ・スコア

健康的だと
思うボディ
イメージ・スコア

低体重
(n=32)

4.00±0.92#

2.94±0.56*

3.53±0.67*

肥満
(n=5)

4.40±1.34

2.80±0.84*

3.60±0.55*

普通体重
(n=97)

4.17±0.96

2.93±0.65*

3.46±0.56*

全体
(n=134)

4.15±0.97

2.93±0.63*

3.49±0.59*

*:現在(自己評価)のボディイメージ・スコアより有意に低値(p<0.05)
＃:肥満者より有意に低値(p<0.05)

表 2 　肥満度別ボディイメージ・スコアの比較



若年女性のボディイメージ認識と栄養摂取状況に関する検討

59

（4）‌�やせ願望者の頻度、血液検査値、栄養摂取
状況、ストレス反応の検討

① BMI による肥満度と自己のボディイメージ
評価の検討
　自己の体型を「肥満型」、「普通」、「やせ型」
のどれに当たるかの質問に対する回答と、実際
の BMI による体格分類と比較した（表 3 ）。
　BMI が18.5未満の低体重者32名のうち、「や
せ」と認識している者は 8 名（25%）、「普通」
と認識している者は14名（44%）、「肥満」と認
識している者は10名（31%）であった。BMI が
18.5以上25未満の普通体重者97名のうち、「や
せ」と認識している者は 0 名（ 0 %）、「普通」
と認識している者は36名（37％）、「肥満」と認
識している者は61名（63%）であった。BMI が
25以上の肥満者 5 名で、自己が「やせ」および

「普通」と認識している者は 0 名（ 0 %）で、全

員が「肥満」と認識していた。
　自己の体格区分とボディイメージが一致して
いる者を「正常認識群」とし、自己の体格より
太っていると認識している者を「やせ願望群」
とすると、正常認識群94名（37%）、やせ願望群
85名（63%）であった。

②ボディイメージによる身体状況と血液検査成
績の検討
　栄養状態を反映すると考えられる、アルブミ
ン、鉄、血糖、コレステロールなどの血液検査
値および骨密度、体脂肪率をやせ願望群と正常
認識群とで比較検討した（表 4 ）。血液検査値で
は有意差は認めた項目はなく、やせ願望群にお
いても貧血や骨密度減少をはじめ現在の健康状
態に大きな異常を認めなかった。
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図 2 　肥満度別の現在のボディイメージ・スコアとエネルギー摂取量

図 3 　肥満度別の現在のボディイメージ・スコアとエネルギー摂取量
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表 3 　実際の体型（肥満度）と自己のボディイメージ評価

467±31
42.6±2.3
92.6±32.5

86±6
5.2±0.2
166±26
91±22
69±12
57±17

4.7±0.2

93±13
23.4±5.3

NS
NS
NS
NS
NS
NS
NS
NS
NS
NS

NS
NS

平均±標準偏差

赤⾎球数(×万/mm3)
ヘマトクリット(%)
⾎清鉄(µg/dL)

空腹時⾎糖(mg/dL)
HbA1c(%)

総コレステロール(mg/dL)
LDLコレステロール(mg/dL)
HDLコレステロール(mg/dL)

トリグリセリド(mg/dL)
アルブミン(g/dL)

骨密度(%)
体脂肪率(%)

465±26
42.7 ±2.2
92.7±38.3

86±5
5.2±0.2
171±26
96±22
68±13
55±19

4.7±0.2

94±11
25.0±3.9

有意＊
確率

やせ願望群
(n=85)

正常認識群
(n=49)

*:対応のないt検定

表 4 　正常認識群とやせ願望群の血液検査値の比較

エネルギー摂取量kcal
炭⽔化物摂取量g
脂質摂取量g
タンパク質摂取量g

エネルギー摂取比率(PFC比)
炭⽔化物摂取比率(C)%
脂質摂取比率(F)%
タンパク質摂取比率(P)%

1,714±545
255±74
48.7±21.2
55.7±19.8

62.1±5.6
25.0±4.5
12.9±1.7

1,583±437
231±55
45.9±18.8
53.6±19.6

61.3±6.3
25.4±4.8
13.3±1.8

有意＊
確率
NS

p<0.1
NS
NS

NS
NS
NS

正常認識群
(n=49)

やせ願望群
(n=85)

平均±標準偏差
*:対応のないｔ検定

表 5 　�正常認識群とやせ願望群におけるエネルギー摂取量およびエネルギー
摂取比率

自分の体型に対する認識（ボディイメージ）

やせだと思う 普通だと思う 肥満だと思う

実
際
の
体
型
・
肥
満
度

低体重(＜18.5）
(n=32)

8
(25%)

14
(44%)

10
(31%)

普通体重
(18.5≦BMI＜25)

(n=97)
0

(0%)
36
(37%)

61
(63%)

肥満(25≦)
(n=5)

0
(0%)

0
(0.0%)

5
(100%)

やせ願望群 85名(63%) 正常認識群 49名(37%)
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③ボディイメージによる栄養摂取状況の検討
　やせ願望群と正常認識群の三大栄養素および
エネルギー摂取量（表 5 ）、食品群別摂取量（表
6 ）栄養素別摂取量（表 7 ）を比較検討した。
やせ願望群は、正常認識群と比較して、エネル
ギー摂取量が低かったが、有意差は認められな
かった。また、炭水化物摂取量（p<0.1）が少な
い傾向がみられた。食品群別摂取量では、穀類・
芋類の摂取量が有意に少なかった（p<0.05）。栄
養素別摂取量では、やせ願望群と正常認識群と
の間に有意差は認める栄養素はなかった。

4 　考察

　近年、女性の痩身傾向が社会問題化してお
り、20歳代の低体重者（BMI<18.5）ばかりで
なく、30～40歳代も近年、低体重者が増加傾向
にある 1 ）。20歳代の女性の低体重者の頻度は約
20% である 1 ）が、低体重であるにもかかわら
ず、自分が普通体重あるいは太っていると感じ
ている者が多く、過剰なダイエットを実施して
いることが社会問題になっている。若年女性の
低体重は、貧血、骨粗鬆症など自己の健康問題
ばかりでなく、不妊症や低体重児出産など母子

穀類・芋類(g)
油脂類(g)
大豆類(g)
魚介類(g)
肉類(g)
卵類(g)
乳類(g)
緑⻩⾊野菜類(g)
その他の野菜類(g)
果物(g)
砂糖(g)
菓子(g)

572±148
17.5±9.3
28.0±21.5
29.0±24.3
53.2±32.3
37.7±21.2
105±103
76.5±54.7
70.7±41.1
84.6±106.8
3.56±2.40
117±129

p<0.05
NS
NS
NS
NS
NS
NS
NS
NS
NS
NS
NS

やせ願望群
(n=85)
518±133
15.1±7.7
29.0±25.2
27.8±19.4
47.2±25.6
45.8±43.4
127±159
70.7±80.2
68.6±39.3
86.7±110.0
3.10±2.71
96±93

平均±標準偏差
*:対応のないｔ検定

有意＊
確率

正常認識群
(n=49)

表 6 　正常認識群とやせ願望群における食品群別摂取量の比較

ビタミンA(µg)
カロテン(µg)
ビタミンB1(mg)
ビタミンB2(mg)
ビタミンC(mg)
ビタミンD(µg)
ビタミンE(mg)
コレステロール(mg)
カルシウム(mg)
鉄(mg)
亜鉛(mg)
食塩(g)
食物繊維(g)

367±178
2113±1355
0.58±0.27
0.80±0.31
60.6±40.8
4.41±3.56
5.68±2.51
279±109
382±169
5.97±2.23
7.25±2.26
6.27±2.75
9.04±4.10

有意＊
確率

NS
NS
NS
NS
NS
NS
NS
NS
NS
NS
NS
NS
NS

正常認識群
(n=49)

やせ願望群
(n=85)

371±183
2004±1315
0.58±0.27
0.84±0.42
59.5±36.8
4.79±4.20
5.19±2.33
312±207
415±233
5.76±2.30
6.88±2.17
5.76±2.45
8.39±3.52

平均±標準偏差
*:対応のないt検定

表 7 　正常認識群とやせ願望群における栄養素別摂取量の比較（n=134）
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保健にも影響を与えることが指摘されている
8,9）。また、過度の痩身志向は拒食症や過食症な
どの摂食障害のリスク因子となる22-24）。若年女
性の「やせ願望」の原因の一つに誤ったボディイ
メージの認識を有していることが指摘されてい
る11-13）。一般的に若い女性は、社会的評価やマ
スコミなどの影響から健康面を配慮せず、「や
せている方が美しい」、「ファッションが楽しめ
る」などの理由から、過度のダイエットを実施
する場合が見受けられる。
　今回は、まず、若年女性のボディイメージに
関する認識を客観的に検討するために、シル
エットによる体格図を用いて、「現在の自己評
価によるボディイメージ」に加えて、「健康的で
あると考えるボディイメージ」と「理想とする
ボディイメージ」についても併せて調査した。
現在の自己評価によるボディイメージのスコア
の平均値は、実際の BMI による肥満度の順に
大きくなっていたが、低体重者であってもスコ
ア「 4 」と BMI=23.0に相当するボディイメージ
と認識していた。すなわち、実際は BMI<18.5
であるにもかかわらず、そのボディイメージは
BMI=23.0と認識していることになり、「やせて
いる」のにもかかわらず、やせていないと認識
していることになる。さらに「健康的であると
考える」ボディイメージのスコアは肥満度にか
かわらず約3.5、「理想とする」ボディイメージの
スコアはさらに低く約2.9であった。すなわち、

「健康であると考える」ボディイメージは、現在
の自己のボディイメージよりも低く、「理想と
する」ボディイメージはさらに低くなっており、
若年女性の健康観の問題および不適切な痩身傾
向を反映する結果となった。一方、福田ら25）に
よれば、われわれが用いた Stankard らによる
シルエット図を用いた大学生を対象とした検討
で、女性は「やせ」2.9±1.1、「普通」4.4±1.0、

「肥満」5.3±0.9で、自己の体型をほぼ正確に認
識していた。梶原ら26）は、今回われわれが使用
したシルエット図と同様な M.A. Thompson & 
J.J. Gray による身体輪郭評定尺度を用いて検討
したところ、現在の体型と現在の BMI との間に
は、有意な相関関係が認められたと報告してい
る。今回の管理栄養士養成施設の女子大学生の

学生を対象とした研究では、BMI による低体重
者、普通体重者、肥満者のボディイメージ・スコ
アは、いずれも BMI=23に相当するスコア「 4 」
点代と大きな差は認められず、特に低体重者の
ボディイメージの「歪み」が認められた。その
原因は明らかではないが、今回対象とした管理
栄養士養成施設である学生の特徴であるとすれ
ば、今後、慎重な経過観察が必要がある。
　次に、実際の食事摂取量に対してボディイ
メージ認識が与える影響を明らかにするため
に、肥満度別に現在の自己評価によるボディイ
メージ・スコアとエネルギー摂取量の関係を検
討した。普通体重者、肥満者では、ボディイメー
ジ・スコアとエネルギー摂取量との間に明らか
な関係は認められなかったが、低体重者では、
ボディイメージ・スコアが低い者、すなわち自
己のボディイメージをやせていると認識してい
る者は、摂取エネルギー量が多く、その一方で
スコアが「 4 」の者、すなわち低体重であるにも
かかわらず、自己のボディイメージは BMI=23
と認識している者は、エネルギー摂取量が有意
に少なかった。すなわち、低体重者であるにも
かかわらず、ボディイメージ認識が誤って太っ
ていると考えている者では不適切なダイエット
を実施している可能性が示唆された。また、理
想のボディイメージ・スコアとエネルギー摂取
量の比較では、低体重者については理想のボ
ディイメージが低い人ほどエネルギー摂取量の
平均値も低い傾向がみられた。すなわち、低体
重者では、理想のボディイメージにしたがって
ダイエットを行っていると考えられた。以上の
結果から、低体重者では、現在の自己のボディ
イメージ評価が「太っている」と感じている者
および理想のボディイメージがより「やせてい
る」と認識している者はエネルギー摂取量が少
なくなっており、低体重であるにもかかわらず
不適切なダイエットを行っていることが明らか
になった。その一方で、普通体重者、肥満者で
はそのような傾向は認められなかった。低体重
者では「理想とするボディイメージ」や「現在
の自己評価によるボディイメージ」により、ダ
イエット行動が大きく影響されている可能性が
示唆された。不適切な、過度のダイエット行動
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を抑制するには、正しいボディイメージの認識
が重要であると考えられた。
　女子大学生の「やせ願望」を持つ者の健康状
態および栄養摂取状況を明らかにするため、女
子大学生の身体計測、血液検査、栄養摂取状況、
食行動調査を実施し、実際の肥満度とボディイ
メージから「やせ願望」のある者の栄養摂取状
況について検討した。
　栄養状態を反映すると考えられる、鉄、血糖、
コレステロール、アルブミンなどの血液検査値
および骨密度、体脂肪率をやせ願望群と正常認
識群とで比較検討した。血液検査値では有意差
は認めた項目はなく、やせ願望群で貧血や骨密
度減少をはじめ健康状態に大きな異常を認めな
かった。やせ願望群と正常認識群の三大栄養素
およびエネルギー摂取量、食品群別摂取量栄養
素別摂取量を比較検討した。やせ願望群は、正
常認識群と比較して、炭水化物摂取量、穀類・芋
類の摂取量が少ない傾向がみられた。糖質制限
を主としたダイエットが行っている可能性が示
唆された。安友らの検討27）では、やせ願望群で
は、正常認識群と比較して、エネルギー摂取量、
タンパク質、脂質、ビタミン A、カロテン、ビ
タミン B 1 、カルシウム、亜鉛、乳類の摂取量
が少ない傾向がみられた。血液検査において、
貧血、耐糖能異常、脂質異常の項目ではやせ願
望群と正常認識群で大きな差は認めなかった。
2010年度入学生で 1 年次と 4 年次に同一学生で
経年変化をみることができた71名では、 4 年次
でやせ願望群の骨密度が有意に低値であった。
丹羽らの栄養士養成課程の女子短大生を対象と
した検討28）では、平均 BMI は理想 BMI<18.5群
が有意に低く、誤った理想体重の認識が実際の
体重に影響を及ぼしていると報告している。ま
た、食事調査の結果では、理想 BMI<18.5群は、
理想BMI≧18.5群と比較してエネルギー摂取量
に大きな差はみられなかったが、カリウム、葉
酸、ビタミン C、食物線維などの栄養素摂取量
が少なかった。「やせ願望」が続くと不適切なダ
イエットが行われ、栄養素不足のリスクが高く
なる考えられる。

5 　結語

　今回検討した女子大学生では、実際の BMI に
よる肥満度に関係なく、ボディイメージ・スコ
ア「健康的と考えるボディイメージ」は、「現在
の自分のボディイメージ」よりも低く認識し、

「理想とするボディイメージ」はさらに低く認識
していることが明らかになった。そのため、こ
のボディイメージの認識が過度の痩身傾向に影
響している可能性が示唆され、正しいボディイ
メージ認識の重要性をどのように若年女性に啓
発していくかについては今後の課題である。

利益相反：本研究に関して申告すべき利益相反
はない。
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Body dissatisfaction has been linked to abnormal eating behavior. We evaluated the recognition of own current 

body size, desire for thinness and nutritional intake in female university students. Measurement of nutritional 

intake, questionnaires including eating attitudes, body size recognition by the Stunkard figure rating scale 

and desire for thinness, and anthropometric measurements were performed on 134 female students of school 

of nutritional sciences. In female university students, mean scores of FRS were 4.00±0.92 in under-weight 

students (BMI<18.5), 4.17±0.96 in normal weight (18.5≦BMI<25.0), 4.40±1.34 in over-weight (25.0≦BMI). 

In students of school of nutritional sciences, body size overestimation was observed in under-weight students. 

Nutritional intake in students with body size overestimation was lower than that in students with appropriate 

recognition of own body size. Accurate healthy knowledge about own body size prevents inappropriate eating 

behavior.

Key Words: �Stunkard figure rating scale, desire for thinness, body dissatisfaction, nutritional intake
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Influences of self-recognition of body image on eating behavior  
in young female students

Ryoko Watarai1,2), Hiroko Yasutomo1) and Motoji Kitagawa1)

1) Graduate School of Nutritional Sciences, Nagoya University Arts and Sciences 
2) Nagoya Nursing and Midwifery College


